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ABSTRACT

The accelerator guide with qosai cons tant gradient strectore has been 

designed to attain a larg acceptance for positron beam A cost *eflectiveness 

is acb leved with its simplicity of s true tore, L@w power tests for 4  m ^accel^ 

erating tube with 110 cells result in a phase accuracy of ±5 degrees and input 

VSWR of less than 1,10 are obtained.

1 9 前 書 .
この加速器は，現在稼動中であるP F 2 .  5 G e V 入射擬用の電子リニアックの上流 

儷に靉置され，鷗電子ビームを凝生させる為の大電流電子ビームを加遽する2 0 O M e V  

リニアックと, 陽電子ビームを2 O O M e V まで加速するリニアックで櫞成される《

加速管は，マイク口波電力の分配，エネルギー利得，集東電磁石の配列等を考慮して 

, 4 m 加速管と2 m 加速管を併用する構造とした。 國 1 に加速管配列を示す◎ 長い 

加速管にすることは，ビームエネルギー利得を高めるのに有利j?あy , クライスh o ンか 

ら加速管1本に直接電力を供給する場合は電力分配擬の省輅など立#:回路等の簡素化が促 

進され大幅なコストダウンになる。 しかし，加速管の強度，接合部の電気接触,位相シ 

ブト，真空排気コンダグタンス等の技術的にマイナス面も多く克臟する必要があるe

2 , 加遽管の構造

加速管はP F で使用中の2 m 加速管を基本に上流側2 m 管の出口と下流側2 m 管の入 

ロをU 字形導波管で連結した物と，2空镧の接合空獮で連結した4 m 管がある》 前者の 

場合は，マイクロ波を導波管で分配する通常の加速器と同櫬である。 後者の場合は, 

接合部分には次の様な事柄について考慮した。 電気的な性能として，1 ) 電気接触が 

完全に保たれる，2) 2 冗/ 3 の位相シフ卜する事，3 ) 低V S W R であること。 機械 

的な性能として，1 ) 強度は他の部分と同程度で有る事, 2 ) 真空気密で有る事，3 ) 不 

具合が生じた場合交換可能な構造，3 ) 以上の性能が長期に渡リ安定に保たれる等である 

。 國2 に接合部の構造を示す0 接合空欄にtt真空® 為® 直柽5 # m m ® 穴が1空 

漏で1 0 镅あけてあり, P F 用の2 m 管の真空コンダクタンスと等錮的に同一である0 

さらに，ディスク外円周に溝を加工してs U S で出来た特殊な形状のスプリングを樺入し 

てぁる。 これは, 加速管の接合時に於ける種々©歪に対鲲し安定な接触面を禳保する 

ための物である。



試験結果

L o w パワー試験は主にノーダルシフト法による2 » / 3 黑稹位相鼷差の計測，パル 

ス反射法による4 m 管接合部® V S W R の計測，及びQ 値の計漏である• Q 値®計測は 

加速管の上流と下流から1 6 珍のアンテナ付シヨ_ 卜棒を禪入する方法を行った。 こ 

の状簾で冗/ 2 モードのQ 値が1 0  0 0 0 以上ある事を確認し，電気接触が十分である事 

の根拠とした。 計測は, 4 m 管2本について行った**

1 ) 累積位相誤差の計測

運転周波数(真空, 3 0T：) での1 1 0 空酒の位相デ一 タの檫準儸差僮( 1 び)は各 

々，次の様になった。

N o 1加 速 管 〜 3 .  3° (溶接前) ， 3.  2° (溶接後）

N o  2 加 速 管 〜 2.  3° (溶接前) , 2.  8° (溶接後)

1 1 0 空洞の累積位相データを，_ 3 に示す。 これに伴なう加速管でのビームエネルギ 

一0 広がりは夫々9 0 • 1 3  (%) 9 0 • 1 ( % ) と推察される。

2 ) 接合部V S W R の計測

N o 1加 速 管 〜 1 - 0  3 (溶接前) 

N  o 2加 速 管 〜 1 . 0 9  (溶接前)

1 . 0  7 (溶接後) 

1 . 0 6  (溶接後)

3 ) 接合部Q 値の計測（空 洞 番 号 5 4 〜5 5  

N o 1加 速 管 〜 1 1 ，0 0 0  (溶接後) 

N  o 2加 速 管 〜 1 1 ，0 0 0  (溶接後)

5 6 - 5  7)

4 , 考察

2 m 管接合に於ける4 m 管の製作は，1 o w パワー試験の段階では致命的な問題は観 

測されなかった《 2本の加速管を接合する場合，夫々0 加速管®運転周波数の違いが

ビームェネルギーを広げる事になる。 計測した位相データから計算したビ_ムェネル 

ギ一の広がりは<)• 2 % 以下と思われる。 今回®陽電子発生周の加速管として十分と 

思われる。 今後ビーム加速試験を行い加速管接続部の放電，ェネルギー利得，ェネル

ギ一の広がy等の確鼸を行う予定でいる。
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國:u 加遽管の廳列
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